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　目的 ：麦門冬湯は 咽喉の 乾燥症状の 治療 と して 期待 され る 数少 な い 薬剤の 1 つ で あ る 。

Sjogren’s　Syndrome 患者 の sicca 　symptom に 対 す る麦門冬湯 の 効 果 を 自覚症状お よ び他

覚所 見 の 面 か ら検討 した 。

　対象 およ ぴ 方法 ：乾燥症候単独 群11名（1群 》， 慢性 関 節 リウ マ チ に 合併 する乾燥症候群

13名（皿醐 ， ク リオ グ ロ ブ リ ン 血 症 に 伴な う乾燥 症候群 2 名 と サ ル コ イ ドーシ ス に伴な う

者 1 名（皿群）の 計 27名の Sjogren’s　 syndrome の 患者 を対 象 と し た
。 麦門冬湯 9・Og ／ day

を食間 に投与 し ， 投与後 1 ケ 月 ， 3 ケ月 の 時点で 自他覚的な効果判定を行 い
， 同時 に

Shirmer
’
s　test，Gum 　testを施行 し ， 麦門 冬湯 の 外分泌機能 に 与え る 影 響を 検 討 し た 。

　結果 ：27名 中12名（44．4 ％）に 自覚 症状 の 改善 がみ られ た（1群 6／ 1154 ．5％，
　 ll　ge　4／ 13

30，8 ％ ，皿群 2／ 366 ．7％）Q 乾燥症 状の 中 ， 眼球乾燥症 状 の み の 改善を 自覚 し た者が 2 名

で 残 る 10名 は 口 腔内乾燥症状 の 改善 も伴な っ て い た Q 外分 泌腺機能検査 で は 前後 2 回以上

検策 し得 た 23例中 Gum 　testで 唾 液 量 が増 加 した 例 は 4 例で ，　 iE常域 ま で 改善 した例 は 1

例 で あ っ た
。 自覚的 な 口 腔 乾燥症状の 改 善は 27例 中 10例 （37％）に み られ た 。 Shirmer’

s

testで は 23例 中 7 例 に 有意 な 改善が み られ ，
そ の 中 5 例は 正常 化 し て お り ， い ず れ も 自覚

症状の 改善を伴 な っ て い た 。 治療効果 と患者の 背景因子 を検討 し た結果で は ， 罹病期間が

短 い 例 に 有効例が 多い傾向は認 め た が，罹病期間が そ れ ぞ れ 10年 ， 8 年 の 症例 も Shirmer’s

testが 正 常化 して お り ， そ の 他 good 　 responder と non −responder と の 間 に 明 確 な 差 を 見

い 出せ な か っ た 。 口 腔乾燥 症 と Gum 　testの 改 善度 と は 相 関傾向が み られ ず ， 麦門冬湯の

作用機序は 単 に 外分泌量 の 増 加 の み で は な く ， 別 の 因 子 の 関与 が 考 え られ た 。眼症状に 対

して は点眼薬に より， 湿 潤性を保 つ こ とが可能で あるが，麦門冬湯 の 投与 に よ り30 ％前後

に Shirmer ’
s　testの 改善 を伴な う有効例が み られ て い る 。 乾 燥症 状 に 対 する有 効 な治 療法

が 極あ て 少 な い 現状 で は ， 自覚的 な 改善 が 44％ に み られ ， 外分 泌機能 の 改善 も期待 され る

合 方剤 の 麦門冬湯 は試み る べ き治療法 と考えれ た
。 今後 は 症例 を 重 ね ， good　responder

と non −responder の 明確な差 （即 ち漢 方学的 な診断を照合 しつ つ ）を明 らか にする必要が

ある 。
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